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館
め
南
側
‘
大
手
門

止
に
あ
る
錨
楼
。
こ

に
喜
佃
心
ち

3
0
0

年

冒
せ
て
い
』
は
。

太
平
洋
戦
争
中
に
供

鳳
昭
和

2
8年
に

闘
た
。

,
6

時
の
音
と

市
薗
旦
の
直
と
宣
て

゜
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錦通り入り口
錦通り入り口は北條ポケットパー
クに。周りの看板も改善が進み、
穏やかな色彩になったまちなみと
新たに植えた緑が、青く広い空
に映えます。ゆとりと潤いが感じ
られる場所になりました。

ニ—"「-—---

小田原駅東西自由連絡通路「アーク

ロード」や駅前広場の整備で大きく変

わった小田原駅周辺。

ランドマークとなる建物に加え、周り

のまちなみも姿を整えつつあります。

小田原駅周辺の「まちなみが美しい街

つくり」の取り絹み状況を紹介します。

⑮まちづくり景観課 云33-1593
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警▲小田原駅東口
］緑が増えた駅前広場。数年後には
ボリューム感のある緑になるでしょう。

◄ 幸田口通り沿道
事業者が建物の壁面を後退させ、
植樹を。隣接する歩道の街路樹と
一体となって、緑の並木になりました。
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小
川
原
駅
周
辺
は
小
田
原
の
額
。
市
で

は
こ
の
地
区
を
尿
観
上
の
煎
点
区
域
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

よ
り
快
適
で
魅
力
的
な
ま
ち
な
み
と
な

る
よ
う
、
人
々
の
視
線
が
染
ま
る
楊
所
に

緑
を
増
や
し
た
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
り
し
て
、
潤
い
や
ゆ
と
り
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
が
、
錦
通
り
入
り
口
の
証
券

会
社
跡
地
。
こ
こ
は
、
小
田
原
駅
東
口
駅

前
広
場
、
お
堀
端
通
り
、
中
央
通
り
の
3

方
向
か
ら
の
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
．
？
で
、
ま

ち
な
み
の
印
象
を
大
き
く
変
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
拗
所
を
「
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
」
と
し
て
整
備
し
、
水
と
緑
を
配

骰
し
ま
し
た
。
空
が
非
常
に
広
く
な
り
、

拿
し

見
通
す
と
樫
の
緑
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
広
告
物
に
派
手
な
色
彩
は

避
け
、
連
物
と
調
和
し
た
色
使
い
に
す
る

潤
い
と
安
ら
ぎ
を

市
で
は
、
平
成
1
7
年2
月
に
娯
観
行
政

団
体
と
な
り
、
平
成
1
8年
2

月
に
全
国
に

先
駆
け
て
鋲
観
法
に
基
づ
く
保
観
計
画
を

施
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
旧
原
ら
し

い
美
し
い
ま
ち
な
み
づ
く
り
の
た
め
の
基

本
的
な
計
画
。
建
築
物
の
色
彩
や
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
基
準
も
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
広
告
物
も
、
昨
年
9

月
に

市
独
自
の
屋
外
広
告
物
条
例
を
制
定
し
、

色
彩
や
デ
ザ
イ
ン
の
規
制
・
誘
導
を

し
て
い
ま
す
。

美
し
い
ま
ち
な
み
つ
く
り
の
た
め
に

乙, ［改善前］

圧9ーし
［改善後］

駅前広場に面したビルでは、
テナントごとの広告の色使い

も少なくなり、穏やかな色彩
景観となりました。

北條ポケットパークの周りでは、
縦長の屋上看板が外され、壁
面看板は小さく、低く、穏や
かな色彩になりました。

（看：ぞ•五;i:,際は）
市では、美しいまちなみづくりのため、

建築物のデザインや色彩、高さなど、ま

ちづくりのさまざまなルールを定めています。
景観やまちなみづくりの相談窓口もあ

りますので、建物の新築や増・改築、

外壁の塗り替え、屋外広告物の設置

や改修の際にはぜひご相談ください。

穏
や
か
な
色
彩
景
観
に

こ
と
で
、
に
ぎ
や
か
さ
の
中
に
も
ま
と
ま

り
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
な
み
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
小
田
原
駅
周
辺
に
は
派
手

な
看
板
が
数
多
く
設
匝
さ
れ
、
「
城
下
町

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
？
」
と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
屋
外
広
告
物
条
例
を
定
め
、

ピ
ル
オ
ー
ナ
ー
や
看
板
の
設
骰
者
に
、
よ

り
稔
や
か
な
色
彩
に
し
て
も
ら
う
よ
う
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。
協
議
と
調
整
を
狐

ね
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
や
看
板
設
置
者
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
小
田
原
駅

周
辺
の
色
彩
蚊
観
は
見
迩
え
る
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
。

（
※
）
建
築
・
般
観
用
語
で
、
見
通
し
の
正
面
に

当
た
り
、
視
線
が
そ
こ
で
止
ま
る
位
置
・

物
の
こ
と
。



市
に
は
、
3
2
路
線
の
都
市
計
画
道

路
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
整
備
状
況
は
、

．
迄
恰
月
末
時
点
で
、
約
7
5
パ
ー
セ
ン
ト

基
本
方
針
（
案
）
は
、
ど
ん
な
も
の
？

な
ぜ
、
見
直
す
の
？

市
内
の
都
市
計
画
道
路
の
多
く
は
、

人
口
増
加
や
交
通
址
の
増
大
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、
長
期
的
な
視
点
か

ら
決
定
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
今
後
、
人
口
の
減
少
や
低

成
長
期
に
入
っ
た
こ
と
な
ど
、
都
市

を
取
り
巻
く
社
会
経
済
の
情
勢
が
大

き
く
様
変
わ
り
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
こ
の
変
化
に
対
応
し
た
計
画
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
市
で
も
、
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り

一
層
、
重
点
化
を
図
り
な
が
ら
効
率

的
な
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。

主
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
都
市
計
画
道
路
。
市
で
は
、
こ
の
う
ち
、

長
期
に
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
道
路
の
計
画
を
見
直
す
た
め
、
基
本

方
針
（
案
）
を
作
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
道
路
。

よ
り
快
適
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
こ
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

®
都
市
計
画
課

6
3
3
1
5
7
1
F
A
l
3
3
1
5
7
9

は
ほ
ぼ
整
備
を
終
え
、
1
1
パ
ー
セ
ン

ト
が
整
備
中
で
す
が
、
1
4
パ
ー
セ
ン

ト
の
道
路
は
未
着
手
の
ま
ま
。

「
市
都
市
計
画
道
路
見
直
し
の
基

本
方
針
（
案
）
」
は
、
そ
の
よ
う
な
計

画
を
決
定
し
て
か
ら
長
い
問
未
着
手

の
道
路
を
も
う
一
度
見
直
す
た
め
、

将
来
の
状
況
を
見
据
え
た
基
本
的
な

考
え
方
と
手
順
を
示
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
基
本
方
針
を
基
に
、

計
画
の
存
続
や
廃
止
な
ど
の
見
直

し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
例
え
ば
、
ま
ち

将
来
的
に
は
ど
う
な
る
の
？

画道路 .. 

／喜謬攣

鸞疇`$• A 9:::: 疇召：9.、t·嗜賃
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贅誓賃
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済：計画幅員が確保されている区間
成済：計画幅員のおおむね2/3以上が確保されている区間

づ
く
り
計
画
と
整
合
し
た
り
、
既
存

の
道
路
を
有
効
活
用
し
た
り
し
て
、

計
画
の
必
要
性
や
事
業
実
施
時
期
の

見
込
み
、
将
来
の
交
通
抱
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
都
市

計
画
課
、
各
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、
支

所
・
連
絡
所
に
あ
る
基
本
方
針
（
案
）

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

h
t
t
p
:
;
、

\
w
w
w
.
ci
t
y
.
o
d
a
w
a
r
a
.

k
a
n
ag
a
w
a
.
j
p
、

【
募
集
方
法
】

1
2
月2
8日⑥
ま
で
（
必
着
）
に
、
都
市
計
画
課
、
各
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、
支
所
・
連

絡
所
に
あ
る
意
見
募
集
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
はE
メ
ー
ル
で
。

-
T
2
5
0
,
8
5
5
5

小
田
原
市
都
市
計
画
課

E

メ
ー
ル
t

o
s
h
ik
e
i@
c
i
t
y.
a
d
a
w
a
r
a
.
 k
a
n
a
g
a
w
a
.
iP
 

都
市
計
画
道
路
見
直
し
の

基
本
方
針
（
案
）

4
 



一
人
一
人
の
所
得
に
よ
り
、
税
額
を
決
め
る

地
方
税
の
「
市
県
民
税
」
。
今
回
の
税
源
移
譲

に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
か
た
も
多
い
は
ず
で
す
。
―

そ
の
＿
方
、
国
税
の
「
所
得
税
」
は
、
市
県
民

税
が
増
加
す
る
分
減
額
さ
れ
、
国
と
地
方
の
税

額
の
合
計
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
年
の
所
得
に
よ
り
税
額
が
決

ま
る
所
得
税
に
対
し
、
市
県
民
税
は
前
年
の
所

得
で
税
額
を
計
算
す
る
た
め
、
会
社
を
退
職
し

た
な
ど
の
理
由
で
所
得
が
大
き
く
液
る
と
、
所

得
税
額
の
減
額
に
よ
る
負
担
の
調
整
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成

1
9年度
分
の
市
農
民
税
に
限

り
、
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る
前
の
税
率
で
再
計

算
し
、
そ
の
税
額
ま
で
減
額
す
る
「
経
過
措
置
」

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
は
、
平
成
1
8年
中
は
所
得
税
が
課
税
さ

れ
て
い
た
が
、
平
成
1
9年
中
の
所
得
税
が
非
課

税
に
な
っ
た
か
た
。
該
当
す
る
か
た
は
、
来
年

所
得
が
減
っ
た
か
た
は
申
請
を

亀

の
7

月
1

日
か
ら

3
1日
ま
で
に
、
今
年
の
1

月

1

日
時
点
に
住
所
が
あ
っ
た
市
区
町
村
ま
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
も

一
こ
れ
ま
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
国
税
で
あ

一
る
所
得
税
の
み
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
し
か
し
、
今
回
の
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税

i
額
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
ロ
ー
ン

一
控
除
の
額
が
所
得
税
額
を
上
回
り
、
控
除
し
き

一
れ
な
い
か
た
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

一
こ
の
よ
う
な
場
合
は
申
告
に
よ
り
、
所
得
税

一
で
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た
部
分
を
市
県
民
税

` 
こ
う
な
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら
の

1:J 

か
ら
も
控
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
か
た
は
、
平
成
1
1年
か
ら

1
8年

ま
で
に
入
居
し
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い

る
か
た
で
す
。
平
成

2
0年1
月
4

日
か
ら

3

月

7

日
ま
で
の
間
に
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ー

市
民
税
課
と
税
務
署
の
窓
口
で
、
こ
の
控
除

申
告
書
を
1

月
か
ら
配
布
し
ま
す
。

一
新
た
に
地
震
保
険
料
控
除
を

一
平
成

2
0年度
か
ら
、
地
震
保
険
料
控
除
が
新

一
設
さ
れ
ま
す
。
地
嚢
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

一
る
保
険
料
の
二
分
の
一
相
当
額
を
、
2
5
,
0

-
0
0
円
を
限
度
に
控
除
し
ま
す
。

身近なところでよりよい行政サービスが行えるよう、

昨年の地方税法の改正で

国と地方の税金の割合を見直した「税源移譲」。
国への所得税が減り、

地方自治体への市県民税が増えました。

これにより、来年度からの

市県民税はどう変わるのでしょうか。

磁市民税課 n33-1351 

地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
を
確
定
申
告
書
な

ど
に
添
付
す
る
か
、
年
末
調
整
を
す
る
勤
務
先

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
長
期
損
害
保
険
料
の
＿
部
は
引
き
続

き
控
除
し
ま
す
が
、
短
期
損
害
保
険
料
控
除
は

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
1
8年
度
に
「
老
年
者
非
課
税
措
置
」
が
廃

止
さ
れ
、

6
5歳以
上
の
か
た
も
、
現
役
世
代
と

同
様
の
制
度
を
適
尾
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
急
激
な
税
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

平
成
1
8年度
は
税
額
の
―
―
―
分
の
二
を
減
額
、
平

成
1
9年度
は
税
額
の
三
分
の
一
を
減
額
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成

2
0年度
か
ら
は
、
こ
の
軽
減

は
な
く
な
り
、
本
来
の
所
得
に
応
じ
た
市
県
民

税
を
課
税
し
、
そ
の
全
額
を
納
め
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
負
担
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

「
私
は
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
る
の
？
」

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」
と
い
う
か
た
は
、

市
民
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
も
現
役
世
代
と
同
じ
負
担
に

所得税と市県民税の
申告

毎年、 2月中旬から3
月中旬にかけて、市役

所2階ロビーや各支所
などで、申告会場を設

けます。

詳しい日程や場所は、

「広報おだわらいふ」
でお知らせします。
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民生委員児童委員、主任児童委員名簿

『
]
]
-
]
[
-
]
-
[
-
]
]
]
-
]
-
[
-
]
-
[
-
]
』
]
-
]
]
]
一
[
-
]
]
-
]
[
〖
-
]
-
]
[
-
』
-
]
-
〖
ー
[
-
[
-
]
-
]
-
[
-

桜井

打．．f•:. :: • :: 
酒匂酒匂 1 区 安藤寅

酒匂2区4区 坂田逸可
酒匂3区・ 13区漑崎一子
酒匂5区15区川瀬勝子

酒匂6区 金沢幸子
酒匂7区・ 14区鈴木一郎
酒匂8区 1 堀内男
酒匂8区•2 中津滋
洒匂9区・ 10区日下部透
酒匂 1 1 区 大沼一男
酒匂 11 区 ·16区鈴木真理子
酒匂12区 1 鎌田信子
酒匂12区•2 木自田マリ子
小八幡1 区•1·2区-2 大木雅子
小八幡1 区2·2区 1 寺島美枝子
小八幡3区 •4区鈴木修一
小八幡5区 •6区譲原絢子
小八幡8区 鈴木患美子
小八幡9区・ 10区田中啓子
主任児童委臣 平塚寺夫

キ 1 — 津三口
石橋 山岸輝雄
米神 松本公子
板府川 山本由美子
江之浦 混橋卓也
主任児蚕委円 高橋昭子

主任児頂委員 海野みち子
曽我上曽我曽我大沢荻田俊道

中河原明月山岸枝野早苗
下大井 澤額三郎
鬼柳 勝問田岩男
春木•籠場 田中時子
花里 平澤畏門
主任児菫委員 本多操
主任児墾委氏 板垣文子
西12区・JRアバート椎野尚

中宿 石塚洋子
9, 

ロ，

石塚八墜子
押切羽根尾 小澤安子
主任児童委員 富瀬一枝
主任児童委臣 長谷川治代

橋北中村原 1 区 •5区飯田栄子

中村原2区 浪岡光信
中村原3区•6区7区板東久代
小船1 区 小田清
小船2区・山西 佐藤一夫
闘下・低呂・ng.g．靱河口避男

上日沼代 安藤輝彦
橘団地一般住宅 加藤嘉彦
橘団地共同・若葉台水嶋晃
さつきが丘湘闇橘台渡辺正通
主任児童委呉 志澤奨由美
主任児蹟委団 阿部由美子

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス

パ
が
「
ワ
ー
ル
ド
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ア

ワ
ー
ド
」
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
ス
パ
・
リ
ゾ
ー
ト
賞
」
を
3

年
連
続
で
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
世
界
の
旅
行
・
観
光

業
関
係
者
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
る
、

世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
賞
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
快
挙
を
記
念
し
て
、

市
民
優
待
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

1
2月の
毎
週
日
曜
日
は

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
中
。

こ
の
椴
会
に
世
界
が
認
め
た
ス
バ

リ
ゾ
ー
ト
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ヒルトン小田原リソート＆スパが

ワールド・トラベル・アワード
3年遍網受賞！
～受裳を記念して市民優待特別キャンペーン実施～

®企画政策課 fl33-1379 
ヒルトン小田原リゾート＆スパ fl29-1000 

http://hilton.co.jp/ odawara 
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12月 1 日からの民生委員児童委貝269人、主任児童委員49人が決まりました。民生委員児童委員、主任児童

委員は、地域内のいろいろな福祉問題の最も身近な相談相手。皆さんの悩みなどに、的確なアドバイスをしてくれ

ます。プライパシーを尊重し、秘密は守られます。お気軽にご相談ください。 曲福祉政策課 ff33-1863 
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一
篭話

新玉

万年

―
一
＿
―
―
―
―
―
―
-
―
-

一
＿
＿

幸

十字

ー＇
37区ー 1 三
3フ区-2 野品千津
主任児m委員 出野正一

_ 主任児童委員 胃柿節子
子寺町l 蔦野明雄

寺囲J-2 小林節患
荻窪— 1 府川邑一
荻窪-2 田中カヨ
荻窪-3 本多芙患
荻窪4 久保恒明
下谷津 高田良子
中谷津 伯木ハ更
上谷津 藤田容子

･ 迪
池上-2
主任児頂委貴 岡部和江
主任児蛍委貝 田中奨理
井細田 l 区 l 別生憲一
井細田 l 区2 瀬戸麓子

43区ー 1 内藤美幸
43区2 永田久美
44区 1 長井和子
44区ゼ 久保田恵
44区-3 野頼イ旬子
グリーンタウン 種村邦子
主任児預委員 横山孝之

水蓮正寺第 l南 津田仁
蓮正寺第 1北 齊藤義博
蓮正寺第2 西條征英
譴正寺第3 渡邊治子

蓮正寺第4 磯崎伸子
蓮正寺第5 木村晃一
蛍田駅前・蓮正寺住宅塚田正f
蛍田中央 澤地松次
霞ノ瀬狩JII 
蛍生会 l

ロ柳新田池

幻．．； : 

富水新屋1 村越弘
新屋-2 木村幸枝
府J II 矢ヶ村直廣

久所 井上奈美子
仲沢 山口ひさ
北ノ齊1 木村栄子
北ノ窪e 押田房枝
上清水新田 佐藤隆三
下；巧田 岩田紀孝
穴部1 松谷いづみ
穴部•2 山岡式彦
穴部新田 木村誠行
主任児頭委貝 齋藤和子
主任児童委員 大日向由紀子

宮本ー 1 漢岨敏子
宮本ー2 高井幸子
宮本•3 久保寺征一
坂下•1 多田幸雄
坂下-2 松浦正
京福台・北久保 神山玲子
下宿•1 江木和子
下宿•2 辻美智子
中宿 初瀬／l|洋興
里山 掬川光芙
中久野 大塚さとみ
留湯坊所 佐豊二郎
三国欠ノ上 小石川美津代
船原・諏訪原・和留沢一寸木昭司
主任児菫委貝 新保ヤヨヒ
主任児藷委員 山田悦子
58区 田島昭子

59区 1 内田京子
59区-2 矢吹昭子
60区 ハ木下団江
61区 1 伊藤由紀子
61区2 岩瀬美子

62~-1 和山和患
62区2 秋山良
63区 森川米子
64区 秋山悦子
主任児童委目 山田信子
主任児湧委民 川向由紀子

早川木地挽ー 1ｷ2 鈴木洋子
木地挽•3 小野利枝
木地挽•4 下田勝也
早稲田 伊藤初恵
向口 詈木康江
西組 鈴木節

中組 胄木祐伸
東組 露木弘子
主任児璽委貝 相原久花
主任児醤委旦 佐藤四芙

―
―
―

-
l
-

―
―
一
＿
＿
―
]
」
ニ

市では、ヒルトン小

田原リゾート＆スパ

の財産貸付収入の

一部を、市民の選

択により優先順位

をつけて重点配分

する予算に活用し

ています。

1
2月
1

日
出
s

平
成
2
0年1
月
3
1日
困

（
た
だ
し
、
1
2月
2
9日
S
1

月
3

日
は
除
く
）

バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
（
ス
パ
・
サ

ウ
ナ
・

2
5
m
プ
ー
ル
）

大
人
1
,
5
0
0

円
（
入
湯

税
込
）
、
小
人7
0
0

円

※
市
民
慢
待
利
用
に
は
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
か
、
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー

ト
＆
ス
パ
で
発
行
す
る
市
民
優

待
カ
ー
ド
の
提
示
が
必
要
で
す
。

料
金

対
象

期
間
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皆
さ
ん
と
市
職
員
と
の

意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消

指
標
は

「
市
民
が
選
ぶ
事
業
の
成
果
目
標
」

疇
．
＿
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
す
れ
ば
、
あ
な
た
の
生
活
の
満
足
感
は
高
ま
り
ま
す
か
？

「
市
民
生
活
満
足
感
指
標
」
を
作
成
し
ま
す

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
生
活
の
実
感
に
合
っ
た

「
市
民
生
活
満
足
感
指
標
」
を
作
り
、
市
の
施
策
や
事
業
の
成
果
目
標
と
し
て
取
り
入
れ
ま
す
。

⑲
行
政
経
営
室

6
3
3
1
3
0
5

「
市
民
生
活
満
足
感
指
標
」
っ
て
？

「
市
民
生
活
満
足
感
指
標
」
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
実
現
す
れ
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
よ

り
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
と
感
じ
て
滴
足
度
が

高
ま
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
、
行
政
が
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の

か
、
を
示
す
も
の
で
す
。
行
政
の
視
点
か
ら
の

統
計
的
な
も
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
生
活
実

感
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
、
で
き
る
だ
け
数
値

化
し
て
、
市
の
施
策
や
事
業
の
成
果
目
標
に
し

て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
市
民
満
足
度
・

重
要
度
調
査
で
、
「
重
要
度
が
高
く
、
満
足
度

が
低
い
」
1
1
の
事
業
分
野
（
防
災
・
防
犯
・
市

立
病
院
・
道
路
整
備
・
高
齢
者
福
祉
・
子
育
て

支
援
な
ど
）
の
指
標
を
作
り
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
1
4
年
に
行
政
改
革
大
綱
「
お

だ
わ
ら
改
革
直
言
2
0
0
2

」
を
策
定
し
、
「
市

民
満
足
度
の
向
上
」
と
「
行
政
の
効
率
化
」
を

軸
に
、
行
政
改
革
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

市
民
3
,
0
0
0

人
を
対
象
に
実
施
し
て
い

め
の
事
業
を
「
部
局
長
の
事
業
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

と
し
て
公
表
し
た
り
し
て
、
市
民
満
足
度
の
向

上
を
目
指
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
事
業
分
野
」
と
い
う
大
き
な
枠

で
渦
足
度
を
把
握
し
て
も
、
具
体
的
な
個
別
の

事
業
の
実
施
段
階
で
は
、
市
政
へ
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
感
覚
と
市
職
貝
の
認
識
の
間
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
行
政
内
部
で
も
横
の

連
携
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
事
業
が
市
民
満

足
度
の
向
上
に
十
分
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

指
標
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
へ
の
要
望

を
、
具
体
的
な
形
で
明
確
に
し
、
皆
さ
ん
と
市

職
員
が
相
互
に
理
解
し
た
う
え
で
事
業
の
成
果

目
標
を
定
め
る
こ
と
で
、
市
民
感
覚
と
市
職
員

と
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
た
め
の
も
の

で
す
。

指
標
は
、
ま
ず
、
子
育
て
や
福
祉
な
ど
市
民

生
活
に
密
羞
し
た
分
野
の
関
係
者
で
梢
成
す
る

検
討
委
員
会
で
候
補
を
作
り
、
約
3
,
0
0
0

人
の
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
候
補
の
中
か

ら
選
択
、
補
足
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
基
に
、

委
員
会
で
の
専
門
的
な
検
討
を
加
え
、
最
終
的

な
指
標
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
の
比
白
さ
ん
の
要
請
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
と

い
う
前
提
で
、
皆
さ
ん
に
確
詔
し
な
が
ら
、
定

期
的
に
指
標
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
や
り
と

り
に
よ
っ
て
定
め
る
指
標
は
、
施
策
や
事
業
に

組
み
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
「
市
民

が
選
ぶ
事
業
の
成
果
目
標
」
と
い
え
ま
す
。

「
象
の
ウ
メ
子
に
頭
か
ら
水
を
か

け
ら
れ
ま
し
て
ね
ぇ
。
わ
か
る
ん
で

す
か
ね
ぇ
l
l

」
。
先
日
訪
れ
た

「
九
州
国
立
博
物
館
」
で
の
三
輪
館

長
の
の
つ
け
か
ら
の
言
葉
で
あ
る
。

「
元
気
な
頃
、
文
化
庁
に
い
ま
し

て
ね
。
昭
和
四
十
年
代
で
し
た
。
関

東
の
一
大
名
城
で
あ
る
小
田
原
城
址

の
史
跡
純
化
に
取
り
組
も
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
城
址

内
に
学
校
や
野
球
場
、
動
物
園
、
遊

園
地
ま
で
、
い
わ
ば
何
で
も
あ
り
の

状
態
で
し
た
か
ら
。
ど
こ
の
国
史
跡

の
中
に
も
、
当
り
前
の
よ
う
に
公
共

施
設
や
何
か
が
混
在
し
て
い
た
時
代

ら

で
、
こ
れ
等
を
排
除
す
る
道
筋
を
つ

け
ま
せ
ん
と
、
全
国
の
史
跡
の
復
元

整
備
が
進
ま
な
い
状
況
だ
っ
た
ん
で

す
。
国
の
強
い
姿
勢
や
考
え
方
を
示

す
と
い
う
意
味
で
小
田
原
が
標
的
に

な
っ
た
ん
で
す
。
文
化
庁
全
体
が
燃

え
て
い
ま
し
た
よ
」
「
T
助
役
と
は

何
回
も
何
回
も
や
り
取
り
し
ま
し
た
。

で
も
市
の
姿
勢
が
固
く
て
ね
ー
。
弱

り
ま
し
た
よ
。
懐
か
し
い
で
す
ね
ぇ
」

「
文
化
庁
と
い
う
国
の
官
庁
が
こ
の

小
田
原
城
事
件
を
キ
ッ
カ
ケ
に
真
の

動
き
を
始
め
た
ん
で
す
。
史
跡
内
純

化
へ
向
っ
て
の
確
固
と
し
た
国
の
意

り
ん
で
ん

志
が
全
国
に
堕
伝
さ
れ
、
地
方
自
治

体
の
理
解
も
進
み
、
よ
う
や
く
徐
々

に
史
跡
の
復
元
整
備
が
進
む
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
」

飾
ら
な
い
ト
ッ
l

＼
と
し
た
口
調

文
小
澤
良
明

ー城
址
整
備
秘
話
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「
市
民
満
足
度
・
重
要
度
調
査
」
の
結
果
を
、

予
算
や
人
員
な
ど
に
反
映
し
た
り
、
「
市
民
が

選
ぶ
予
箕
の
使
い
道
制
度
」
と
し
て
ヒ
ル
ト
ン

小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
の
貸
付
収
入
を
活
用

し
、
市
民
税
の
約
1

％
に
当
た
る
約
1

億
円
を

市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
選
ん
だ
事
業
分
野
に
重

点
配
分
し
た
り
、
不
満
の
理
由
を
解
消
す
る
た

ー
玉
店
濯
堪
ン
I
Bf＼
ト
ワ
ー
ク
」

⑮
文
化
交
流
課

6
3
3
1
7
0
3

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
都
市
や
地
域

の
間
で
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市

で
も
、
平
成
1
1
年
よ
り
人
口
が
減
少
し
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
増
加
に
転
じ
、

訪
れ
る
人
も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
を

こ
れ
か
ら
も
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
小
田
原
で
暮
ら
し
、
育

ち
、
学
び
、
遊
び
、
楽
し
ん
だ
人
た
ち
に
よ
一

る
「
お
だ
わ
ら
住
民O
B

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
、
一

1
2月
1

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
一

小
田
原
が
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
は
、
小
田
一

が
ス
タ
ー
ト

原
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
り
、
ま
た
、
小
田
一

原
を
知
る
人
た
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
―

に
、
移
り
住
む
こ
と
を
考
え
る
際
に
は
小
田
原
一

を
候
補
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
り
、
小
田
原
を
一

訪
れ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
は
、
知
り
合
い
―

の
か
た
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
―

の
が
「
お
だ
わ
ら
住
民
O
B

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
。
一

外
か
ら
見
た
小
田
原
に
つ
い
て
、
貸
重
な
ご
意
一

見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
—

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
満
足
感
が
向
上
し
、
一

訪
れ
る
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一

速
度
を
上
げ
て
進
め
る
た
め
に
、
こ
の
一

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
活
用
し
て
い
一

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
皆
さ
ん
に
も
、
一

以
前
住
ん
で
い
た
、
勤
務
し
て
い
た
、
一

学
校
に
通
っ
て
い
た
な
ど
、
小
田
原
に
一

ゆ
か
り
が
あ
り
、
現
在
ほ
か
の
街
に
住
一

ん
で
い
る
か
た
に
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
一

る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

指
標
の
作
成
は
、
今
ま
で
市
が
行
っ
て
き
た
、

「
市
民
満
足
度
」
を
尺
度
に
し
て
進
め
て
き
た

市
政
モ
デ
ル
の
い
わ
ば
最
終
工
程
で
す
。
市
で

は
、
指
標
の
作
成
に
よ
り
、
互
い
の
認
識
の
共

有
が
進
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
へ
の
共
感

と
信
頼
が
高
ま
る
こ
と
で
、
市
民
満
足
度
が
向

上
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
支
所
・
連
絡
所
な
ど
の
市
の
窓
口

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

封
筒
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
小
田

原
に
ゆ
か
り
や
興
味
の
あ
る
お
知

り
合
い
の
か
た
に
、
自
由
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
預
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
料
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
自
筆
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も

同
封
で
き
ま
す
の
で
、
幼
な
じ
み

に
手
紙
を
書
く
よ
う
な
軽
い
気
持

ち
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

②
高
校
の
同
窓
会
な
ど
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
団
体
の
か
た
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
特
に
、
団
塊
の
世
代

の
か
た
は
大
歓
迎
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
語
り
か
け

る
三
輪
館
長

の
話
は
、
全

国
史
跡
整
備

市
町
村
協
議

会
の
会
長
で
｛

も
あ
る
私
に
一
＿

と
っ
て
は
思

E

い
も
か
け
な

い
衝
腺
的
な

内
容
だ
っ
た
。
私
達
の
小
田
原
城
址

が
、
国
の
文
化
財
保
護
行
政
の
新
し

い
時
代
を
画
す
、
そ
れ
こ
そ
歴
史
的

な
舞
台
と
な
っ
た
、
出
発
点
と
な
っ

た
、
と
い
う
事
実
を
、
当
時
の
文
化

庁
の
実
際
的
な
責
任
者
で
、
現
在
で

は
我
が
国
の
そ
の
道
の
泰
斗
か
ら
直

あ
わ

接
伺
っ
て
、
肌
の
粟
立
つ
よ
う
な
感

銘
を
巫
見
え
た
の
で
あ
る
。

今
年
、
象
の
ウ
メ
子
の
返
暦
の
祝

い
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭

の
三
輪
館
長
へ
の
水
か
け
が
、
ウ
メ

子
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
な
の
か
、
城

址
外
移
転
話
へ
の
抗
議
行
動
だ
っ
た

の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
三
十
数
年

か
く
し
•
v

を
経
た
今
で
も
彼
女
は
翌
錬
と
し
て

そ
こ
に
い
る
。

遅
々
と
は
し
て
い
る
が
史
跡
内
不

適
格
施
設
は
計
画
的
に
逐
次
移
設
、

が
本
市
の
現
在
の
城
址
整
備
の
基
本

方
針
で
あ
る
。
三
輪
館
長
の
話
に
心

は
千
々
に
乱
れ
、
悩
ま
し
い
限
り
で

あ
る
が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
如

何
と
も
し
が
た
い
。

地
域
の
資
産
で
あ
る
と
同
時
に
国

家
国
民
の
宝
物
で
あ
る
国
指
定
史
跡

の
復
元
整
備
は
、
今
も
尚
、
全
国
諸
々

で
難
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
多
く
の

関
係
者
の
使
命
感
、
情
熱
と
共
に
誠

実
か
つ
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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災
害
時
の
避
難
場
所

市
内
に
あ
る
公
立
の

2
5の小
学
校
と
1
2

の
中
学
校
。
教
育
の
場
と
し
て
小
・
中
学

生
が
日
中
を
過
ご
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
震
な
ど
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き

の
広
域
避
難
場
所
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
も
利
用
し
ま
す
。

先
日
も
、
慄
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
、
本
市
で
も
震
度
5

弱
を
記
録

し
ま
し
た
が
、
未
明
に
起
き
た
こ
と
も
幸

い
し
、
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
内
の
学
校
施
設
の
ほ
と
ん
ど
は
、
子

ど
も
の
人
口
が
急
増
し
た
昭
和

4
0年代
か

ら

5
0年代
前
半
に
建
て
た
も
の
。
だ
か
ら

「
も
し
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
い
る
と

き
で
も
大
丈
夫
な
の
？
」
、
「
地
震
が
起
き

た
ら
本
当
に
避
難
で
き
る
の
？
」
と
い
う

声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

進
む
耐
震
工
事

あ
る
程
度
の
地
霞
が
あ
っ
て
も
建
物
が

使
え
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
耐
震
基

準
。
大
き
な
地
震
の
た
び
に
基
準
が
見
直

さ
れ
、
現
在
の
建
物
に
適
用
さ
れ
る
の
は

昭
和
5
6年に
定
め
ら
れ
た
基
準
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
不
安
を

少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
こ
の
年
以

小
・
中
学
校

⑱
教
育
政
策
課

6
3
3
1
6
7
7

小田原市の学校の耐裟化の状況

（平成19年1 l 月 1 日現在）
学校 校舎体＝館

小学校三の丸 済 済
新玉済 済
定柄済 済
芦子済 済
大窪済 済
早J II 済済
山王済 済
久野済 済
霊水済 末
町田済 済
下府中済 未
哀井済未
千代済 済
下曾我済 済
国府津済 済
酒匂済 済
片浦済 済
曽我未 未
東富水済 済

ヽ

前羽藩済
下中済 済
矢作 済―斎
報徳済 済
盟） 1| 済済
富士見済 済

中学校城山 済 済
白鵬済 未
白山済 未
城南済 乗
鴨宮済 未
千代済 未
国府津済 未
酒匂済 未
片浦済 未
泉済未

橘済未
L -「城北 済←旦き
済…耐器性がある、または補強工事が

完了している学校
未…耐震化していないため、平成20

年度、 21 年度に補強工事などを

計画している学校

前
に
建
て
た
学
校
を
中
心
に
、
地
震
に
強

い
、
安
全
な
学
校
と
な
る
よ
う
、
耐
震
診

断
と
耐
震
補
強
の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
は
、
こ
の
年
以
前
に
造
っ
た

建
物
が
現
在
の
基
準
で
も
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
か
を
調
査
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
耐

撰
補
強
工
事
は
、
誰
査
結
果
を
基
に
、
ど

う
す
れ
ば
地
震
後
で
も
安
全
に
使
え
る
か

を
検
討
し
て
、
実
際
に
補
強
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
6

月
に
は
、
国
が
全
国
の
公
立

小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
状
況
を
発

表
し
ま
し
た
。

耐
君
診
断
実
施
率
の
全
国
平
均
は
、

8
9
.
4
パ
ー
セ
ン
ト
、
嗅
平
均
で
は
9
8
.

9

パ
ー
セ
ン
ト
、
市
は
1
0
0

パ
ー
セ
ン

ト
と
す
で
に
診
断
を
終
え
て
い
ま
す
。

國
地
震
に
強
い
学
校
つ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す

一
方
で
、
耐
震
化
率
の
全
国
平
均
は
、

5
8
.
6パー
セ
ン
ト
、
県
平
均
は

8
9
.
o

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
市
で
は
今
年
度
も
、

子
ど
も
た
ち
の
い
な
い
夏
休
み
を
中
心
に
、

二
つ
の
小
学
校
で
改
修
工
事
を
行
い
、
耐

震
化
率
は
、
8
8
.
5
パ
ー
セ
ン
ト
と
ほ
ぼ

県
平
均
と
同
じ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
日
で
も
早
く
市
内
の

全
学
校
施
設
の
耐
展
化
を
完
了
で
き
る
よ

う
、
順
次
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ーワ——·
耐震補強工事で鉄柱が取り付けられた窓。
外の景色は見づらくなったが、地震には格段に強くなった。
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⑱
障
害
福
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課
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國
芦
籍
＂
口
：
り場

所

こ
存
知
で
す
か

身
体
の
病
気
と
違
い
、
本
人
は
も
ち
ろ

ん
周
り
の
か
た
も
気
づ
き
に
く
い
「
こ
こ

ろ
の
病
気
」
。
同
じ
く
ら
い
の
ス
ト
レ
ス

で
も
、
全
く
平
気
な
人
も
い
れ
ば
、
病
気

に
か
か
る
人
も
い
ま
す
。
代
表
的
な
病
気

「
統
合
失
調
症
」
は1
0
0

人
に
1

人
が

か
か
る
と
推
計
さ
れ
、
ご
く
身
近
な
病
気

の
―
つ
で
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
る
か
ど
う
か
、
か

か
っ
た
と
き
の
重
さ
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
ス
ト
レ
ス
が
相
当
大
き
く
て
も
、
周

囲
の
支
え
が
あ
り
、
適
切
な
休
蓑
や
対
処

が
あ
れ
ば
、
病
気
は
軽
く
て
済
み
ま
す
。

ま
た
、
も
し
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
家
族
の
負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
市

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
次
に
挙
げ
る
も
の
は
ほ
ん
の
一

例
。
こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

●
自
立
支
援
医
療
制
度

精
神
科
の
病
気
で
、
病
院
や
診
療
所
に

通
院
す
る
際
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。
「
医
療
受
給
者
証
」
の
提
示

で
、
指
定
医
療
機
関
な
ど
で
の
自
己
負
担

額
は
、
保
険
診
療
分
の
1
0パ
ー
セ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
上
限
額
あ
り
。

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

精
神
の
障
害
で
長
期
に
日
常
生
活
や

社
会
生
活
に
制
約
が
あ
る
か
た
に
交
付

し
、
一
定
の
精
神
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ

と
を
証
明
し
、
福
祉
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
や
す
く
な
り
ま
す
。
障
害
の
等
級
は

1

級
か
ら
3

級
ま
で
で
す
。

市
民
会
館

日
「
こ
こ
ろ
の
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

日
時
平
成

2
0年1
月

2
0日⑪
9

時
1
1
6時
3
0分

内
容
●
講
演
会

(
1
3
時
3
0分1
1
6時
）

演
題
う
つ
病
を
理
解
す
る
な
が
n
9

ゆ
み

講
師
俳
優
一
秋
原
流
行
さ
ん
、
摩
侑
美
さ
ん
ご
夫
妻
、
市
内
の
精
神
科
医

※
講
演
会
の
み
事
前
申
込
制
。
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
〒
2
5
0
,
8
5
5
5

小
田
原
市
障
害
福
祉
課
へ
郵
送
。

●
市
内
事
業
者
の
展
示
と
販
売
、
個
別
相
談
や
統
合
失
調
症
疑
似
体
験
な
ど

と
悲
観
せ
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
500 
市環境家計薄実施世帯の夏期(7月～9月末）項目別
二酸化炭素排出昼の平均値(1 世帯当たり）
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環
境
政
策
課

地
球
温
暖
化
の
影
響
や
被
害
が
、
新
聞

記
事
や
ニ
ュ
ー
ス
で
毎
日
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
京
都
議
定
書
に
よ
り
、2
0
0
8

年
か
ら
2
0
1
2

年
に
か
け
て
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
1
9
9
0

年
と
比
べ

て
6

％
削
減
す
る
こ
と
を
世
界
に
約
束
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
1
8
(
2
0
0
6
)

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
は

1
9
9
0

年
か
ら
邸
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
加

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

特
に
、
私
た
ち
の
日
ご
ろ
の
生
活
で
排

現
代
の
便
利
で
墨
か
な
生
活
に
欠
か
せ

な
い
自
動
車
。

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
視
点
か

ら
見
れ
ば
、
自
動
車
は
多
く
の
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
し
ま
す
。
会
社
へ
の
通
勤
や

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
へ

の
買
い
物
は
、
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
、

徒
歩
で
行
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
と
て
も

身
近
な
地
球
温
暖
化
対
策
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
「
急

・
加
速
、
急
発
進
を
し
な
い
」
「
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
」
な
ど
、
地
球
に
仮
し
い
「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
」
も
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

6
3
3
1
4
7
3
 ノ

ー
カ
ー
テ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

ま
す
は
環
境
家
計
簿

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
に
今
何
が
で
き
る
の
か
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
な
ど
、
家
庭
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ

と
で
排
出
さ
れ
る
一
＿
酸
化
炭
素
（
温
室
効

果
ガ
ス
）
の
鼠
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
無

駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
減
ら
し
、
家
庭

か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

11 



⑲
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長
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支

え
る
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
商
店
街
。

最
近
で
は
、
地
域
の
安
心
•
安
全
を
担

う
組
織
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活

動
の
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

早
J
I
l
商
工
振
興
会
で
は
、
小
田
原
特
産

の
か
ま
ぼ
こ
や
み
か
ん
、
小
田
原
ち
ょ
う

ち
ん
な
ど
を
題
材
に
、
商
店
街
や
学
校
、

6
3
3
1
5
1
1
 

謳
｀
コ
げ
ぽ□
諄
り
や
す
い
ま
ち
に

自
治
会
や
老
人
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
団
体
の
情
報
が
入
っ
た
掲
示
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
商
店
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
能
を
有
効
に
活
用
し
、
積
極
的

に
情
報
を
提
供
し
て
品
顔
と
顔
の
見
え
る

関
係
ケ
を
作
り
出
し
、
安
全
で
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

ま
た
、
隠
れ
た
名
店
や
お
い
し
い
飲
食

店
な
ど
を
た
ど
る
品
休
索
マ
ッ
プ
ク
を
作

る
な
ど
、
地
域
が
商
店
街
を
核
と
し
て
新

し
い
魅
力
を
探
し
出
し
、
地
域
へ
の
愛
沼

を
育
て
る
試
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
橘
商
店
会
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
支
援
す
る
：
み
ん
な
の
け
い
じ

ば
ん
ク
設
置
事
業
を
は
じ
め
、
会
員
の
店

舗
が
地
域
を
訪
れ
る
か
た
の
立
ち
寄
り
ど

こ
ろ
に
な
っ
た
り
、
住
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
た
り
す
る
よ
う
、
よ
：
ち
の
駅
ク
事

業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
店
主
自
ら
が
料
理

教
室
の
講
師
を
務
め
る
ク
男
の
料
理
教
室
ク

を
開
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
商
店
街
で
も
、
地
域
の
安

心
•
安
全
を
担
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
と
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

息~{}／ー箱五
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だ円破線内が、 10月 1 日の地異（最大の〇印）とその余震分布。
矢印で示した口印が平成2年8月5日の地霙で、 10月 1 日の
地震活動域とほぽ同じ場所で発生していたことが分かります。

南
関
東
地
域
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
運
動
と
い
う
大
き
な
力
で
、
地

盤
が
北
北
西
ー
南
南
東
方
向
に
少
し
ず
つ

縮
ん
で
い
る
こ
と
を
広
報
お
だ
わ
ら
6

月

1

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

岩
盤
の
変
形
が
進
む
と
、
弱
い
と
こ
ろ

で
は
中
小
規
模
の
地
癌
が
し
ば
し
ば
起
こ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
7

月

2
4日発
生
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
“
の
地
震
（
小
田
原
展

度
3
)
や
本
市
で
震
度
5

弱
を
記
録
し
た

1
0月
1

日
発
生
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
紐
の

地
震
が
、
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

1
0月
1
日
の
地
巽
は
、
本
市
と
箱
根
町

と
の
境
界
付
近
、
深
さ
約
1
3キロ
メ
ー
ト

ル
で
発
生
し
ま
し
た
。
最
大
震
度
は
、
箱

根
湯
本
で
震
度
5

強
。
深
夜
の
発
生
で
し

た
が
、
多
く
の
か
た
が
気
づ
い
た
よ
う
で

す
。
発
生
後
2
4時間
以
内
に
、
人
に
は
感

じ
な
い
小
さ
な
地
震
も
含
め
る
と
3
6回の

余
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
展
は
、
マ
グ
―
―
チ
ュ
ー
ド
7
ク

ラ
ス
と
想
定
さ
れ
る
「
神
奈
川
県
西
部
地

震
」
の
エ
リ
ア
で
発
生
し
た
た
め
、
住
民

の
か
た
か
ら
引
き
続
き
大
き
な
地
震
が
来

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
余
震
活
動
は
2

日
目
以

降
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
ほ
か
の
地
殻
変

動
観
測
デ
ー
タ
に
も
異
常
な
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
付
近
で
は
、
人
に
は
ほ
と

ん
ど
感
じ
な
い
小
さ
な
地
震
が
た
び
た
び

発
生
し
、
平
成
2

年
8

月
5

日
に
も
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
5
の
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
1
0月1
日
の
地
震
が

直
ち
に
県
西
部
地
震
に
結
び
つ
く
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
想
定
さ
れ
る
地
域
な

の
で
今
後
も
注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、

1
0月
1

日
の
よ
う
な
比
較
的
規

模
の
大
き
な
地
震
活
動
は
、
温
泉
地
学
研

究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
余
巽
活
動
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

h
t

t

p

:
/
/
w
w
w
.
o
n
k
e
n
.
o
d
a
w
a
r
a
.
 

k
a
n
a
g
a
w
a
.j
p

/

 

⑮
温
泉
地
学
研
究
所

6
2
3
3
5
8
8

防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ

・
岩
盤
の
変
形
に
伴
う
地
震
の
発
生
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⑮
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国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い

る
小
田
原
漆
器
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
一

そ
の
作
り
手
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
漆
器
の
木
地
づ
く
り
の
技
術

を
後
世
に
伝
え
、
さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ

う
、
地
元
の
伝
統
工
芸
士
や
、
県
の
工
芸

技
術
所
の
職
員
が
講
師
に
な
り
、
次
代
を

担
う
後
継
者
を
育
成
し
よ
う
と
、
受
講
者

を
募
集
し
ま
し
た
。

多
く
の
希
望
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の

あ
つ
し

は
、
市
内
出
身
の
大
木
淳
さ
ん
と
、
兵
庫

と
6

県
出
身
の
鈴
木
友
子
さ
ん
。
9

月
か
ら
研

修
を
開
始
し
て
約
3

か
月
。
二
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
心
情
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

6
3
3
1
5
1
5
 

謳
直
f"
E
B
"
[
O
O

戸
ろ
く
ろ
後
継
者
の
育
成
ー

「
難
し
い
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
思
い
ど
お
り
に
は
い
か
ず
、
悩
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
調
子

の
い
い
と
き
と
悪
い
と
き
が
あ
っ
て
、
上

達
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
気
持
ち
は
充
実
し
て
い
ま
す
」
と
カ

強
く
語
る
大
木
さ
ん
。

鈴
木
さ
ん
は
、
「
地
元
の
ろ
く
ろ
技
術

者
さ
ん
を
見
学
し
て
、
心
構
え
は
し
て
き

た
つ
も
り
で
し
た
が
、
思
っ
て
い
た
と
お

り
、
や
は
り
難
し
い
。
る
や
っ
て
い
け
る
々

と
思
え
る
日
と
不
安
に
な
る
日
と
の
繰
り

返
し
で
す
が
、
刃
物
作
り
で
は
コ
ツ
を
つ

か
め
て
き
た
か
な
」
と
手
ご
た
え
も
感
じ

て
い
る
よ
う
す
。

講
師
の
一
人
で
伝
統
小
田
原
漆
器
協
同

組
合
の
大
川
和
美
さ
ん
は
、
「
今
は
何
度

も
繰
り
返
し
な
が
ら
経
験
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。
思
う
よ
う
に
削
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
面
白
み
も
感
じ
ら
れ
る
か
ら
ね
。
と

に
か
く
、
二
人
と
も
一
生
懸
命
で
う
れ
し

い
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
期
待
感
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。

今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
世
界
に

飛
び
込
み
、
戸
惑
い
や
悩
み
は
尽
き
な
い

で
し
ょ
う
が
、
将
来
の
小
田
原
漆
器
の
ろ

く
ろ
技
術
を
担
う
後
継
者
を
目
指
し
、
平

成

2
2年3
月
の
研
修
終
了
ま
で
頑
張
れ
、

大
木
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
ー
・

園
ロ
定期検査済証
19年以降

検定証印

罰

口;",.. 't: 

煎
冒

定期検査済証
18年以前

⑮
産
業
政
策
課

お
店
で
食
べ
物
を
買
う
と
き
の
目
安
に

な
る
重
さ
や
、
毎
月
の
電
気
、
ガ
ス
、
水
一

道
の
使
用
暴
。
取
引
や
証
明
の
た
め
の
計
[

量
器
は
、
法
令
で
正
確
さ
を
守
る
こ
と
に
i

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
は
か
り
や
分
銀
な
ど
の
質
量
i

計
、
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
、
水
道
や
燃
料
油
、

ガ
ス
な
ど
を
賢
る
体
積
計
、
電
力
堡
計
な

ど
、

1
8種
類
の
特
定
計
量
器
に
は
規
制
が

宕
わ
び
と
訂
正
]

広
報
お
だ
わ
ら
い
ふ
1
1
月1
5日
号
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
」
の
記
事
中
、
重
い
障
害
の
あ
る
か
た
の
対
象
年
齢
は
、
正
し
く
は
「
6
0歳以
上

6
5歳

未
満
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

6
3
3
1
5
1
1
 

謳
直
げ
耳
"
”
[
『
口
又
け
忘
れ
に
こ
注
意
を
S

あ
り
、
法
で
決
め
ら
れ
た
検
査
や
製
造
方

法
を
守
れ
ば
、
「
検
定
証
印
」
や
「
基
準
適

合
」
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
正
し
さ
を
裏
づ

け
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
特
に
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

の
メ
ー
タ
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
燃

料
油
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
、
検
定
制
度
で
有

効
期
間
を
設
け
て
精
度
や
性
能
を
保
証
し
、

こ
れ
を
超
え
て
使
う
た
め
に
は
再
度
、
検

定
を
受
け
て
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
あ
る
メ
ー
タ
ー
に
も
有
効
期
間

が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
度
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
商
店
な
ど
の
店
頭
の
は
か
り
は
、

正
確
性
が
信
頼
で
き
る
検
定
証
印
や
基
準

適
合
表
示
の
あ
る
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
2

年
に
一
回
、
定
期
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
問
の
過
ぎ
た
メ
ー
タ
ー

や
、
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い
は
か
り

な
ど
を
使
い
続
け
る
と
法
令
違
反
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

1
2月
2
5日
因
は
窓
口
延
長
サ
ー
ビ
ス
実
施
日
で
す
の
で
、
市
役
所2
階
の
市
税

総
務
課
、
資
産
税
課
、
市
民
窓
口
課
、
福
祉
政
策
課
（
国
民
年
金
担
当
）
、
高
齢

介
護
課
、
保
険
課
は
、
1
9時
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

⑮
職
員
課

6
3
3
1
2
4
1

戸
籍
・
住
民
票
関
係

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
の
一
戸
籍

に
関
す
る
届
け
出
、
斎
場
の
予
約
、

埋
：
火
葬
許
可
な
ど
の
申
請
は
、
休

み
中
で
も
守
衛
室
（
市
役
所
1

階
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

1

月
5

日
出
•
6

日
⑪
に
、
マ
ロ

ニ
エ
住
民
窓
口
、
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
市

民
窓
D
で
身
分
証
明
魯
・
税
証
明
の

交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
1

月

4

日
⑥
1
5
時
ま
で
に
、
市
民
窓
口
課

ま
た
は
、
賓
産
税
課
へ
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
1

月
5

日
出
に
、
国
府
津

駅
前
窓
ロ
コ
ー
ナ
ー
で
身
分
証
明

書
・
税
証
明
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
も
、
市
民
窓
口
課
ま
た
は
、
資

産
税
課
へ
1

月
4

日
面
1
5
時
ま
で
に

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

⑲
｛
寸
衛
室

6
3
3
1
8
2
1

市
民
窓
口
課

6
3
3
1
3
8
6

資
産
税
課

6
3
3
1
3
6
1

市
役
所
内
の
公
金
収
納
窓
口

(
5

番
）
は
、
1
2
月28日
②
の
1
6時
ま
で

業
務
を
行
い
ま
す
。
1

月
は
4

日
⑧

か
ら
業
務
を
始
め
ま
す
。

市
税
な
ど
の
収
納
は
、
次
の
金
融

機
関
で
1
2
月2
8
B⑥
ま
で
取
り
扱
い

ま
す
。

0
横
浜
銀
行

0
ス
ル
ガ
銀
行

0
さ
が
み
信
用
金
庫

0
み
ず
ほ
銀
行

〇
り
そ
な
銀
行

0
静
岡
銀
行

0
三
井
住
友
銀
行

0
静
岡
中
央
銀
行

0
中
央
三
井
信
託
録
行

0
中
南
信
用
金
躯

0
中
央
労
働
金
庫

0
小
田
原
第
一
信
用
組
合

0
か
な
が
わ
西
湘
牒
業
協
同
組
合

〇
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

支
払
窓
口

=

-

.
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磁

●
燃
せ
る
ご
み
の
収
集

月
・
木
曜
日
の
収
猿
地
区
は
、

年
内
は
1
2
月3
1日
囲
ま
で
、
新
年

は
1

月
7

日
⑧
か
ら
で
す
。

火
・
金
曜
日
の
収
渠
地
区
は
、

年
内
は
1
2
月2
8日
⑥
ま
で
、
新
年

は
1

月
4

日
⑥
か
ら
で
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
ご
み
の
収
楳
は
、

「
ご
み
と
賓
源
の
収
集
日
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
大
型
こ
み
の
電
話
受
付
と
収
集

年
内
は
1
2
月2
8日
⑥
ま
で
、
新

年
は
1

月
4

日
⑥
か
ら
で
す
。
年

内
の
収
梨
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

お
早
め
に
翫
話
申
込
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
こ
み
の
持
ち
込
み

年
末
は
、
2
9日
3
と

3
1日
仰
の

1
1
時
ま
で
持
ち
込
め
ま
す
。
新
年

は
1

月
4

日
⑧
か
ら
で
す
。

廃
木
材
は
、
年
内
は
1
2
月2
5日

因
1
1
時
ま
で
で
す
。
新
年
は1
月

4

日
⑥
か
ら
で
す
（
多
罹
の
場
合

は
要
予
約
）
。

●
犬
猫
な
ど
の
死
体
処
理

犬
や
猫
な
ど
の
死
体
処
理
は
、

1

月
1

日
閲
は
お
休
み
で
す
。

⑲
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

大
型
ご
み

6
3
2
1
1
5
3

ご
み
の
持
ち
込
み

6
3
4
7
3
2
5
 

犬
猫
な
ど
の
死
体
処
理6
3
4
7
3
6
6
 

ご
み
収
集
な
ど

休
み
中
の
水
道
の
修
理
は
、
卸
小

田
原
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
6

4
2
2
8
8
2
)にお
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
転
出
精
鉢
、
水
道
料

金
の
納
付
な
ど
は
、
1
2
月2
8日
⑥
1
9

時
ま
で
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー

(
6

4
1
1
2
1
1
)で
取
り
扱
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
納
付
は
、
バ
ー
コ
ー
ド

の
印
字
が
あ
る
納
付
書
で
あ
れ
ば
、

年
末
年
始
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
お
支
払
い
で
き
ま
す
。

な
お
、
橘
地
区
は
県
営
水
道
で
す

の
で
、
県
企
業
庁
水
道
局
二
宮
営
業

所
(
6
0
4
6
3
,
7
1
、
8
l
l
l
)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
市
の
施
設
な
ど
の
お

休
み
は
、
次
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
休
み
に

入
る
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道

14 
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（●が休み、▲が午後休み、 ■が11:00から休みとなります）
日程など 12/ l/ 問い合わせ先
25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 

施設など 快） （ポ （木） 倫） (ｱ) (8) 侶） （紅 （水） 困 位）(ｱ) (8) 担当 電話番号

市民窓口課、支所・連絡所いすみ住民窓口 . . . . . . . . 
戸籍・住民票関係 酒匂窓□コーナー、桜井窓ロコーナー ※ 1 市民窓口課 33-1386 

国府津駅前窓ロコーナー . . . . . . • . 
マロ エ住民窓口、アークロート布民窓口 . . . . . . 

1文払窓口 市役所の指定金融機関派出所 ※ 1 . . . . . . . . 出納室 33-1631 
水道 水道局 ※ l . . . . . . ヽ... 水道局料金センタ 41-1211 

碑市片こみ立浦のセ病診持ン院叛タち所ー込み
※2 . . . . . . 保健センター 47-0820 

医療関係 . . . . . . . . 市立病院 34-3175 . . . . . . . 片浦 29-0012 
※ l . . . . . . . . 環坑 センター 34-7325 

こ、みし尿
し尿収集 ※3 . . . . . . . . 小田 濤掃協会 34-5300 

小田原衛生公社 35-3224 . . . . . . . . . . . まなびの相談室（マロ エ） 47-3002 . . . . . . . ＇生涯学習センターけやき 35-5300 . . . . . . . 生涯学習センタ一国府津学習館 48-2035 
※4 . . ・ ・ 郷土文化館 23-1377 
※5 . . . . . . . . . . . . . . 尊徳記念館 36-2381 . . . . . 

社会教育施設 . . . . . . . 
塔市しかマみもロノ立ん峰めニ四学胃エ図霞習少口館フ年館ロのア家

24-6310 
塔ノ峰百少年の家 . . . . . . . 22-6268 
市斗図書館 . . . . . . . . 24-1055 
かもめ図書館 . . . . . . . . 49-7800 

疇小田原球場
. . . . . . . 47-1515 . . . . . . . いす コーナ＿ 37-9111 . . . . . . . こゆる コーナー 43-0200 . . . . 小田 22-9881 

※6 . . . . . . . . . . . . . 小田原球場 42-5511 
上府中スポーツ広場 . . . . . . . 
小田原アリーナ . . . . . . . . 
小田原プスガーデン . . . . . . . 
城山陸上競技場 . . . . . . . 

体育施設
城山庭球場 . . . . . . . . 小田原アリーナ 38-1144 
小峰庭球場、寿町プス現 . . . . . . . 

ハーツ . . . . . . . 
広場、 選動広場 . . . . . . . 
日 . . . . . . . 

I ハーツ会館 . . . . . . . . . . 小田原スポーツ会館 23-2465 
・岸サイクリンク場 . . . . . . 公益事業協会 23-4470 . . . 

歴 . . . . . 観光課 23-1373 

観光施設
城t 地 . . . . 
l」\ 案内所 . . . . 観光協会 22-5002 
J ¥ 、、城：：：：ユーゼ . . . . 小田原城ミューゼ 22-3823 
小田原宿なりわい交流館 . なりわい交流館 20疇0515
社会福祉センター ※7 . . . . . . . 社会福祉センター 34-3225 

福祉施設 生きがいふれあいセンターいそしぎ . . . . . . いそしぎ 49-2330 

讐てひろば）
. . . . . . . . . . . . 高齢介誤課 33-1841 . . . . . . . . . マロ エ子育て支援センター 48-8698 . . . . . . . . いすみ子育て支援センター 37-9077 

子育て支援施設 . . . . . . . こゆるぎ子育て支援センター 43-0251 

・. . . . . . . . ファーリー・サポート・センター 35-0053 
薗正

. . . . . . . マロ エ子育て支援センター 48-8698 
平常どおり7時から24時まで営業

平常どおり24時間営業 栄町駐車場 24-7007 . . . . . . . . . 
東町自転車等保管場所 . . . . . . 匹らし一課 33-1851 

駐車場など 保管 35-0850 
小田 口 ... . . . I 口転車駐車場 24-0377 
l」I 口 車場 .... . . . J 1 第2自転車駐車場 32-3535 
月一 第 1 g ヽ~. . . 第2自転車駐車場 48-1961 
恩 自転 ... . . . 自転車駐車場 48-4047 
下 転車駐 ヽ. . . 転車駐車場 42-6697 . . . . . . . 市 22-7146 
おだ フウンジ（栄IBJ駐車場3階） . . . . . . 国 ウンジ 24-7760 
おだわ'::> ポ一トセンター（市民会館4階） . . . . . . . 市 爪ートセンター 22-8001 
おだわら女 フザCHAT茶っと . . . . . . 地 33-1725 
J I 東タウンセンターマo＿工 . . . . . . . マ□一ェ 47-1515 
:lli北タウンセンターいすみ . . . . . . . いすみ 37-9111 
屈タウンセンタ―'-ゆるぎ . . . . . . . こゆるぎ 43-0200 

l !i均 . . . . . . 斎場 34-4909 
そのほかの施設 梅の里センター . . . . . . 梅の里センター 42-5321 

田我みのり館 . ・. . . . 曽我みのり館 42-5320 
いこいの森 • • • • • • いこいの森 24-3785 
小田原フフワーガーデン . . . . . . フっワーガープン 34-2814 
小田原こどもの森公園わんばくらんど ※8 . . . . . . . わんばくらんど 24-3189 
青少年相談センター . . . . . . . . 宵少年相談センター 23-1481 
多古しらさぎ会館 . . . . . . I多古しらさぎ会館 35-0174 
コミュ プイホールかるがも . . . . . . コミュープイホールかるがも 47-0575 
小田原競輪場（車券発売、払戻金支払い） ※9 . . 小田原競輪場 23-1101 

●公共施設予約システムは 12月29日(±)8:30~14:00の間は、システムメンテナンスのため利用できません。
※ 1: 14ページの本文もこ覧ください。 ※2 ：休日夜間急患診療日は、広報おだわらいふ12月 15日号の休日診療カレンダーをこ＂覧ください。
※3 ：緊急に備え、 12月29日(±)Iま正午まで職貝が待機しています。 ※4: 12月28日⑥、 1 月2日（水)----4日⑧の期間は会議室の利用はできません。
※s: 12月27日困、 1 月4日⑥の貸室利用はできません。 ※6 ：小田原球場のグラウンドは、 12月 1 日出～1 月31 日（木の期間は使用できません。
※7:3階の老人福祉施設は、 1 月5日①は利用できません。
※a: 12月28日(i)---- l 月3日（木ぬ期間は、こども列車•ポニー乗馬はお休みですが、図内の散策や遊具などの利用はできます。

※9: l 月48圏お競輪は開催しませんが、 16:00まで払戻金の支払いを行います。
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初
夏
に
か
え
る
の
大
合
唱
が
聞
こ
え
、
中
庭

の
池
に
は
数
千
匹
の
小
田
原
め
だ
か
が
い
る
、

自
然
農
か
な
環
境
の
東
富
水
小
学
校
。
地
域

の
か
た
も
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
計
算
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
児
箪
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

昨
年
度
の
総
合
学
習
は
、
5

年
生
が
「
幼
稚

園
児
と
ふ
れ
あ
い
た
い
」
と
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に

ち
な
ん
で
仮
装
し
て
園
を
訪
れ
、
ク
イ
ズ
を
出

し
た
り
、
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
て
一

緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
4
.
6

年
生
が
学
区
に
あ
る
2

園
の
運
動
会
に
参
加
し
、

ダ
ン
ス
の
衣
装
の
焙
替
え

を
手
伝
っ
た
り
、
後
片
付
、
'
‘

け
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

グ

児
童
た
ち
が
、
常
に
笑
顔
．
＿

．
，
ヽ

で
園
児
に
接
し
て
い
た
姿
＇

が
印
象
的
で
、
今
後
は
、
ー
ー
ー

園
児
た
ち
に
学
校
の
こ
と

を
教
え
た
い
と
計
画
し
て
口
]
ー
・

1
,

, 

い
ま
す
。

ま
た
、
6

年
生
は
「
地
＇

域
の
お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
い
た
い
」
と
、
一
人

森
ら
し
の
お
年
寄
り
の
食
事
会
に
参
加
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
と
一
緒
に
準
備
や
片
付
け

を
し
ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

食
後
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
と
紙
芝
居
で
大
き
な

拍
手
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
次
回
の
参
加
を
約

束
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
訪
問
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

東
富
水
小
の
児
童
た
ち
は
、
地
域
の
か
た
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
、
地
域

の
か
た
も
温
か
い
目
で
児
童
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

幼稚園の子どもたちとふれあいたい

との思いから、近くの幼稚園の運動

会に行きました。運動会では、幼稚
園生にダンスの衣装を着せてあげま
した。そのとき、みんなが笑顔だっ
たので思わず私も笑顔になって、
心が温まりました。

これからも学校のことを教えてあげ
たリ、一緒に遊んだリして、ふれあ
いたいです。

おだわら

叫侃
さまざまな花に彩られ、

四季折々の表情を見せるおだわら。
毎月、花の名所を紹介します。

と，，し置お

富樫頁生さん
(6年生）

r ---- ~ 

虚小田原フラワーガーデン
⑲フラワーガーデン 云34-2814

,.  
連載

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組みを
紹介します。子どもたちの生き生きとした表惰を見ると、小
田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

⑮教育政策課云33-16ワ 1

今月号は・・・

東富水小学校
（児菫数： 710人）

今年最後のご紹介は、冬の室内を

彩る花鉢物です。洋らんには多〈の種

類があリますが、この時期は部屋を閉

め切ることが多く、室内に入った瞬間に

強＼ヽ芳香を感じられる、シンビジューム

やカトレアなどが見ごろです。

冬を代表するもう一つの花、シクラメ

ンは花の色も翌富で、昔から贈答用に

人気があリます。最近は、屋外に植え

る種類なども人気があリます。

どちらも、フラワーガーデンでご覧に

なれますが、恒例の「シクラメン品種

展示会」には、毎年、多〈のかたが来

園します。今年は、 12月 13日（木）～ 15

日仕）に開催します。

ー

地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
お
う
！

も，J ゆうみ

森優美さん
(6年生）

,•/' 

會洋らん類

會シクラメン展




